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終
章 

 
本
論
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
乱
歩
の
一
九
二
〇
年
代

の
初
期
作
品
群
に
は
、
後
に
描
か
れ
る
通
俗
長
編
や
少
年
も
の
に

対
し
て
極
め
て
明
確
な
特
徴
が
見
て
取
れ
た
。
処
女
作
『
二
銭
銅

貨
』
に
て
、
探
偵
小
説
的
要
素
へ
の
興
味
か
ら
歩
み
を
始
め
た
乱

歩
の
文
学
は
、『
Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
』『
心
理
試
験
』
と
い
っ
た
本

格
探
偵
小
説
を
経
て
一
つ
の
変
化
を
迎
え
た
。『
屋
根
裏
の
散
歩

者
』
に
て
自
己
投
影
と
も
取
れ
る
主
人
公
の
造
形
を
行
い
、
そ
の

異
常
心
理
の
描
写
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
こ
と
で
、
文
学
性
の
追

求
と
い
う
側
面
を
は
っ
き
り
と
表
面
化
し
、
そ
れ
ま
で
の
特
徴
で

あ
っ
た
「
二
面
性
」
を
「
両
義
性
」
へ
と
深
化
さ
せ
た
。
続
く
『
人

間
椅
子
』
で
は
、
結
末
の
曖
昧
さ
と
い
う
持
ち
味
を
大
胆
に
活
か

し
、
文
学
と
探
偵
小
説
の
両
義
性
を
併
せ
持
っ
た
作
品
と
し
て
描

き
上
げ
た
。
そ
し
て
、『
人
間
椅
子
』
を
起
点
と
し
探
偵
小
説
的
要

素
、
及
び
自
身
の
外
界
へ
の
興
味
と
い
う
側
面
に
ア
ク
セ
ン
ト
を

置
い
た
作
品
系
列
と
し
て
『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』
を
描
き
、
反
対

に
文
学
性
の
追
求
と
自
身
の
内
界
に
目
を
向
け
た
作
品
と
し
て

『
陰
獣
』
を
描
い
た
。 

い
ず
れ
の
作
品
も
、
乱
歩
の
経
験
や
興
味
が
発
想
の
根
底
に
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
。『
二
銭
銅
貨
』を
書
い
た
頃
は
、

と
に
か
く
金
が
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
小
説
を
書
い
た
と
い
う

が
、
そ
の
思
い
は
『
二
銭
銅
貨
』
の
人
物
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
乱
歩
の
初
期
作
品
群
に
描
か
れ

る
人
物
は
、
探
偵
も
犯
人
も
含
め
、
ど
こ
か
乱
歩
を
髣
髴
と
さ
せ

る
の
で
あ
る
。『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』
に
て
描
か
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
島

は
、
乱
歩
の
愛
し
た
都
市
の
面
影
が
、
乱
歩
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
て
言
語
に
よ
っ
て
再
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
陰

獣
』
に
て
描
か
れ
た
寒
川
と
春
泥
は
、
共
に
乱
歩
と
い
う
人
間
の

持
つ
両
義
的
側
面
を
、
そ
れ
ぞ
れ
顕
著
に
反
映
し
て
い
た
。
そ
れ

で
い
て
、
寒
川
が
春
泥
の
よ
う
な
暗
い
性
質
の
素
質
を
開
花
さ
せ

た
こ
と
は
、
人
間
誰
し
も
が
両
義
的
な
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
自

分
自
身
の
こ
と
で
す
ら
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
、
最
も
近
く
最
も

遠
い
謎
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。 

 

ま
た
、
本
研
究
を
通
し
て
、
乱
歩
文
学
に
は
時
代
と
共
に
移
り

 

乱
歩
の
目
指
し
た
探
偵
小
説
は
、
謎
と
論
理
を
愛
す
る
乱
歩
と

し
て
の
一
面
と
、
異
常
心
理
や
不
可
解
な
欲
望
、
そ
し
て
自
分
自

身
と
い
う
存
在
を
探
求
す
る
乱
歩
と
し
て
の
一
面
を
併
せ
持
つ
両

義
的
な
文
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
論
は
、
論
者
で
あ
る
私
自
身
が

こ
れ
か
ら
先
、
探
偵
小
説
（
＝
推
理
小
説
）
の
研
究
を
続
け
る
う

え
で
最
も
重
要
な
指
針
と
な
り
得
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た
、

乱
歩
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
探
偵
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
囚

わ
れ
ず
、
文
学
と
い
う
も
の
に
対
し
て
広
く
研
究
の
ま
な
ざ
し
を

向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
は
、
乱
歩
と
い
う
作
家
及
び
乱
歩
文
学
を
媒
介
に

一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
都
市
を
考
え
る
こ
と

で
、
文
学
を
考
え
る
中
で
そ
の
作
者
や
作
品
の
背
景
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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変
わ
る
も
の
で
あ
る
都
市
と
い
う
表
層
構
造
と
、
作
品
に
流
れ
る

乱
歩
の
内
面
的
要
素
と
い
う
、
他
の
文
学
が
こ
れ
ま
で
描
き
続
け

て
き
た
深
層
構
造
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。 

乱
歩
は
初
期
、
東
京
に
あ
っ
て
孤
独
で
あ
っ
た
。
孤
独
を
癒
す

の
は
群
集
の
心
身
の
避
難
所
で
あ
っ
た
ア
ジ
ー
ル
浅
草
で
あ
っ
た
。

遊
歩
者
た
ち
の
心
身
を
抱
き
と
っ
て
く
れ
る
安
息
所
で
あ
っ
た
。

都
市
の
下
層
か
ら
の
呻
き
声
が
聞
こ
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
居

場
所
の
な
い
者
も
ア
ジ
ー
ル
に
集
い
、
表
現
者
も
流
れ
寄
っ
た
。

乱
歩
に
と
っ
て
の
浅
草
、
つ
ま
り
都
市
空
間
の
中
の
ア
ジ
ー
ル
の

意
味
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
は
、
論
者

が
こ
れ
か
ら
研
究
活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
重
要
と
な
る
視
点

で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

論
者
は
こ
れ
か
ら
、
本
研
究
で
確
立
し
た
視
座
を
基
盤
と
し
、

一
九
二
〇
年
以
後
の
乱
歩
文
学
の
再
考
察
や
、
同
時
代
の
推
理
作

家
に
も
研
究
の
ま
な
ざ
し
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
い
ず

れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
端
を
発
し
、
今
日
ま
で
続
く
推
理

小
説
の
隆
盛
を
牽
引
し
て
き
た
「
新
本
格
派
」
と
呼
ば
れ
る
作
家

達
、
さ
ら
に
は
現
在
ミ
ス
テ
リ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
最
前
線
で
活

動
す
る
作
家
に
も
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
ま

た
、先
に
挙
げ
た
諸
視
点
を
逐
次
、詳
細
に
彫
り
下
げ
る
こ
と
で
、

都
市
の
生
み
出
す
表
現
、
社
会
文
化
、
都
市
芸
術
・
芸
能
と
い
っ

た
、
都
市
文
化
の
全
体
像
を
背
景
に
入
れ
た
、
探
偵
小
説
の
本
質

と
展
開
を
見
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
多
く
、
困
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
を
今
後
の
研

究
課
題
と
し
、
こ
こ
で
筆
を
置
く
こ
と
に
す
る
。 
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六
年
四
月
） 

 

「
錯
誤
の
話
」
（
『
婦
人
画
報
』
一
九
二
六
年
） 

 
「
墓
場
の
秘
密
」
（
『
婦
人
の
国
』
一
九
二
六
年
） 

 

「
最
近
の
感
想
」
（
『
新
青
年
』
一
九
二
八
年
十
一
月
） 

 

「
無
駄
話
」（
『
創
作
探
偵
小
説
撰
集
』
一
九
二
八
年
） 

 

「
参
与
官
と
労
働
代
表
」（
『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
七
年
四
月
） 

 

「
浅
草
趣
味
」
（
『
新
青
年
』
一
九
二
六
年
九
月
） 

 

「
乱
歩
打
明
け
話
」
（
『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
九
月
） 

 

「
私
の
探
偵
趣
味
」
（
『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
六
月
） 

 

『
陰
獣
』
（『
新
青
年
』 

博
文
館 

一
九
二
八
年 

第
九
巻
第
十
号
～
第
九 

 

「
悪
人
志
願
」
（
『
悪
人
志
願
』
一
九
二
九
年 

博
文
館
） 

 

『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』
（『
新
青
年
』 

博
文
館 

一
九
二
六
年 

第
七
巻
第 

 

『
人
間
椅
子
』
（
『
苦
楽
』 

プ
ラ
ト
ン
社 

一
九
二
五
年 

第
四
巻
第
四
号
） 

  

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
十
六
巻 

鬼
の
言
葉
』
（
一
九
七
九
年 

講
談
社
） 

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
三
巻 

パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』
（
一
九
七
八
年 

講
談
社
） 

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
二
巻 

人
間
椅
子
』
（
一
九
七
八
年 

講
談
社
） 
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『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
一
七
巻 

幻
影
の
城
主
』
（
一
九
七
九
年 
講
談
社
） 

 

九
四
七
年
一
月
） 

 

十
月
） 

「
探
偵
小
説
に
現
れ
た
る
犯
罪
心
理
」（
『
文
化
人
の
科
学
』
一
九
四
七
年
三 

「
一
人
の
芭
蕉
の
問
題
」（
『
ロ
ッ
ク
』
一
九
四
七
年
二
月
） 

「
ト
リ
ッ
ク
の
重
要
性
」（
『
ロ
ッ
ク
』
一
九
四
六
年
六
月
） 

「
二
つ
の
角
度
か
ら
―
推
理
小
説
変
遷
史
の
一
断
片
―
」
（
『
プ
ロ
メ
テ
』
一 

「
本
陣
殺
人
事
件
」
（
『
宝
石
』 

一
九
四
七
年 

二
、
三
月
合
併
号
） 

「
レ
ン
ズ
嗜
好
症
」
（
『
ホ
ー
ム
・
ラ
イ
フ
』
一
九
三
六
年
七
月
） 

「
日
本
の
探
偵
小
説
」
（『
日
本
探
偵
小
説
傑
作
集
』
一
九
三
五
年
九
月
） 

「
群
衆
の
中
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
年 

「
「
謎
」
以
上
の
も
の
」
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
三
年
八
月
） 

「
ス
リ
ル
の
説
」
（
『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
五
年
十
二
月
） 

「
探
偵
小
説
の
範
囲
と
種
類
」
（
『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
五
年
十
一
月
） 

「
探
偵
小
説
と
芸
術
的
な
る
も
の
」
（『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
五
年
十
月
） 

「
日
本
探
偵
小
説
の
多
様
性
に
つ
い
て
」
（
『
改
造
』
一
九
三
五
年
十
月
） 

「
日
本
の
誇
り
得
る
探
偵
小
説
」
（
『
新
青
年
』
一
九
二
五
年
八
月
） 

「
探
偵
小
説
は
大
衆
文
芸
か
」
（
『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
二
月
） 

「
日
本
人
の
探
偵
趣
味
」（
『
文
芸
時
評
』
一
九
二
六
年
） 

「
探
偵
趣
味
」
（
『
早
稲
田
學
報
』
一
九
二
六
年
） 

「
あ
る
恐
怖
」
（
『
探
偵
趣
味
』
一
九
二
五
年
） 

 

「
性
欲
の
犯
罪
性
」
（
『
世
界
犯
罪
叢
書
月
報
』
一
九
三
〇
年
） 

 
 
 

 

 

「
ポ
オ
と
通
俗
的
興
味
」（
『
改
造
社
文
学
月
報
』
一
九
二
九
三
月
） 

 
 

月
） 

 
「
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
犯
罪
」
（
『
犯
罪
学
雑
誌
』
一
九
五
四
年
二
月
） 

 

「
変
身
願
望
」
（
『
探
偵
倶
楽
部
』
一
九
五
三
年
二
月
） 

 
 

か
ら
十
一
月
） 

 

「
処
女
作
「
二
銭
銅
貨
」
の
あ
と
に
」（
『
新
青
年
』
一
九
二
三
年
四
月
） 

 

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
一
八
巻 

幻
影
城
』
（
一
九
七
九
年 

講
談
社
） 

 

「
二
つ
の
比
較
論
―
探
偵
小
説
の
範
囲
と
そ
の
本
質
」
（
『
改
造
』
一
九
五
〇 

 
 

年
四
月
） 

 

「
倒
叙
探
偵
小
説
―
ア
イ
ル
ズ
の
「
殺
意
」
」
（『
宝
石
』
一
九
四
八
年 

二
、 

 
 

三
月
合
併
号
） 

 

「
倒
叙
探
偵
小
説
再
説
―
ク
ロ
フ
ツ
、
ハ
ル
、
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ
の
作
品
」（
『
宝 

 
 

石
』
一
九
四
九
年
九
月
） 

 

「
探
偵
作
家
と
し
て
の
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
」
（
『
宝
石
』
一
九
四
九
年
十
一
月
） 

 

「
探
偵
小
説
に
描
か
れ
た
異
様
な
犯
罪
動
機
」
（
『
宝
石
』
一
九
五
〇
年
八
月 

 

「
探
偵
小
説
純
文
学
論
を
評
す
」
（
『
宝
石
』
一
九
五
〇
年
五
月
） 

   

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
一
九
巻 

続
・
幻
影
城
』
（
一
九
七
九
年 

講
談
社
） 
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『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
二
十
巻 

探
偵
小
説
四
十
年
（
上
）
』（
一
九
七
九
年 

講 

談
社
） 

               

  

  

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
二
十
二
巻 

わ
が
夢
と
真
実
』（
一
九
七
九
年 

講
談 

『
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
二
十
一
巻 

探
偵
小
説
四
十
年
（
下
）
』
（
一
九
七
九
年 

 

講
談
社
） 

「
小
説
を
書
く
ま
で
」
（『
文
芸
』
一
九
五
六
年
五
月
） 

「
活
弁
志
願
記
」
（
三
角
寛
氏
発
行
『
人
世
』
一
九
五
一
年
一
月
） 

「
二
十
代
の
私
」
（
『
二
十
代
』 

一
九
五
二
年 

誠
文
堂
新
光
社
刊
） 

「
わ
が
青
春
期
」
（
『
東
京
新
聞
』
一
九
五
二
年
八
月
八
日
） 

「
私
の
十
代
」
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
五
年
一
月
二
十
一
日
） 

「
父
母
の
こ
と
」
（
一
九
五
七
年
三
月 

新
稿
） 

「
一
頁
自
伝
」
（
『
モ
ダ
ン
日
本
』
一
九
三
〇
年
） 

「
甲
賀
・
木
々
論
戦
」 

「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
」 

「
「
苦
楽
」
と
川
口
松
太
郎
」 

「
野
村
胡
堂
と
「
写
真
報
知
」
」 

「
谷
崎
潤
一
郎
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
」 

「
手
製
本
「
奇
譚
」
」 

社
） 

 

「
妻
の
こ
と
」
（
一
九
五
七
年
三
月 

新
稿
） 

 
 
 

 

 

「
わ
た
し
の
古
典
」
（
『
日
本
読
書
新
聞
』
一
九
五
六
年
九
月
一
七
日
） 

 

「
二
銭
銅
貨
」
（
松
坂
屋
発
行
『
新
装
』 

一
九
五
六
年
新
春
号
） 

 

「
楽
屋
噺
」（
『
世
界
探
偵
小
説
全
集
』
一
九
二
九
年
） 

 

全
集
未
収
録
原
稿 

 
 

 

「
推
理
小
説
今
昔
」
（
『
ユ
リ
イ
カ
』
一
九
八
七
年
五
月 

青
土
社
） 

 

「
推
理
小
説
の
源
流
―
推
理
小
説
史
は
砂
時
計
型
で
あ
る
」
（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

 
 

一
九
八
七
年
五
月 

青
土
社
） 

 

「
探
偵
小
説
漫
談
」
（
『
江
戸
川
乱
歩
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』 

中
島
河
太
郎
編 

 
 

二
〇
〇
三
年 

沖
積
社
） 

 

「
未
発
表
原
稿 

独
語
」（
『
新
青
年
』
趣
味
Ⅹ
Ⅵ 

四
～
四
七
頁 

二
〇
一
五 

 

社
） 

 

談
社
） 

 
 

年
十
月 

『
新
青
年
』
研
究
会
） 

 

そ
の
他
書
籍 

『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫 

五
九
巻 

奇
譚
／
獏
の
言
葉
』
（
一
九
八
八
年 

講 
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『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
特
別
補
巻 

貼
雑
年
譜
』
（
一
九
八
九
年 

講
談
社
） 

『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
第
六
十
巻 

う
つ
し
世
は
夢
』
（
一
九
八
七
年 

講
談 



評
論
・
論
文
等 

 

浅
子
逸
男
「
『
Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
』
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九
九
四
年 

至
文
堂 

七
六
～
八
一
頁
） 

安
藤
礼
二
「
鏡
を
通
り
抜
け
て
―
「
火
星
の
運
河
」
か
ら
「
盲
獣
」
へ
」（
『
文
藝 

天
沢
退
二
郎
「
魔
界
都
市
の
幻
想
と
妄
想
―
江
戸
川
乱
歩
と
宮
沢
賢
治
」（
『
国
文

学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

三
六
～
四
〇
頁
） 

天
瀬
裕
康
「
谷
崎
潤
一
郎
に
お
け
る
異
常
性
愛
趣
味
―
江
戸
川
乱
歩
、
大
坪
砂
男

と
の
繋
が
り
を
含
め
―
」
（
『
「
新
青
年
」
趣
味
』
第
一
六
号 

二
〇

一
五
年 

「
新
青
年
」
趣
味
編
集
委
員
会 

二
四
七
～
二
七
〇
頁
） 

天
野
哲
夫
「
直
哉
と
潤
一
郎
、
そ
し
て
乱
歩
―
地
動
説
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」（
『
ユ
リ

イ
カ
』
一
九
八
七
年
五
月 

青
土
社 
一
五
三
～
一
五
七
頁
） 

荒
正
人
「
推
理
小
説
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」（『
推
理
小
説
作
法 
あ
な
た
も
き
っ
と
き 

き
た
く
な
る
』
江
戸
川
乱
歩
・
松
本
清
張
編 

二
〇
〇
五
年 

光
文
社 

 

一
四
〇
～
一
七
二
頁
） 

  

 

幾
瀬
勝
彬
「
乱
歩
と
少
年
の
私
」（
『
幻
影
城 

七
月
増
刊
号
』 

一
九
七
五
年 

絃 

 
 
 
 

七
七
頁
） 

 
 
 
 

別
冊 

江
戸
川
乱
歩
』 

二
〇
〇
三
年 

河
出
書
房 

一
六
八
～
一 

映
社 

一
二
六
～
一
二
七
頁
） 

石
川
巧
「
犯
罪
科
学
と
乱
歩
ミ
ス
テ
リ
ー
」（
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇
四
年 

至
文
堂 

一
一

六
～
一
二
四
頁
） 

 
 
 
 
 

文
科 

』(

六
八) 

二
〇
一
六
年 

鳥
影
社 

一
六
～
二
〇
頁
） 

 
 
 
 
 

至
文
堂 

一
〇
九
～
一
一
五
頁
） 

 
 
 
 
 

の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇
四
年 

 
 
 
 

六
号 

一
九
九
七
年 

日
本
文
学
協
会 

六
七
～
七
九
頁
） 

石
﨑
等
「
「
秘
密
」
の
銀
河
系 

江
戸
川
乱
歩
と
谷
崎
潤
一
郎
・
宇
野
浩
二
」（
『
江

戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別

冊
』
二
〇
〇
四
年 

至
文
堂 

五
〇
～
六
一
頁
） 

石
原
千
秋
「
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
論
―
血
と
肉
体
」（『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の

研
究 

』
三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

五
九
～
六
一
頁
） 

石
原
千
秋
「
屋
根
裏
の
散
歩
者
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一

九
九
四
年 

至
文
堂 

八
二
～
八
七
頁
） 

石
割
透
「
江
戸
川
乱
歩
「
人
間
椅
子
」
―
「
私
」
で
し
か
な
い
、
或
る
職
人
の
悲

哀
」
（
『
駒
沢
短
大
国
文
』
（
三
五
）
二
〇
〇
五
年 

駒
澤
短
期
大
学
国

文
科
研
究
室 

二
〇
～
三
五
頁
） 

石
割
透
「
白
晝
鬼
語
」
―
〈
虚
〉
と
〈
実
〉
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
」（
『
日
本
文
学
』 

四 

一
柳
廣
孝
「
心
理
学
・
精
神
分
析
と
乱
歩
ミ
ス
テ
リ
ー
」（
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆 

伊
藤
裕
作
「
妄
想
の
果
実 

―
乱
歩
「
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
」
と
芸
濃
町
」
（
『
季
刊 

井
上
良
夫
「
「
陰
獣
」
吟
味
」（
『
幻
影
城 

七
月
増
刊
号
』 

一
九
七
五
年 

絃 

映
社 

六
〇
～
六
四
頁
） 

宇
沢
美
子
「
ポ
ー
の
二
人
の
弟
子
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青
土 

社 

二
〇
九
～
二
一
六
頁
） 
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岡
村
民
夫
「
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
」
論
あ
る
い
はR

A
M

P
O

の
話
」
（
『
江
戸
川
乱

歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二

〇
〇
四
年 

至
文
堂 

一
八
三
～
一
九
〇
頁
） 

 
 
 
 
 
 

 

小
谷
野
敦
「
偉
大
な
る
通
俗
作
家
と
し
て
の
乱
歩
」（『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二

十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇
四
年 

至

文
堂 

一
三
三
～
一
四
〇
頁
） 

小
倉
真
理
子
「
心
理
試
験
」（
『
江
戸
川
乱
歩
徹
底
追
跡
』 
二
〇
〇
九
年 

勉
誠 

海
野
弘 

「
日
本
の
一
九
二
〇
年
代
―
都
市
と
文
学
―
九
―
江
戸
川
乱
歩
「
Ｄ
坂

の
殺
人
事
件
」
」
（
『
海
』
一
四
（
九
） 

一
九
八
二
年 

中
央
公
論

社 

一
九
六
～
二
〇
七
頁
） 

江
口
雄
輔
「
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
の
歴
史
に
お
け
る
乱
歩
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑 

落
合
教
幸
「
「
依
頼
型
」
か
ら
「
巻
き
込
ま
れ
型
」
へ 

― 

江
戸
川
乱
歩
「
Ｄ
坂

の
殺
人
事
件
」
草
稿
覚
書
」
（
『
大
衆
文
化
』
（
二
） 

二
〇
〇
九
年 

立
教
大
学 

三
七
～
四
三
頁
） 

 

大
内
茂
男
「
動
機
の
心
理
」（
『
推
理
小
説
作
法 

あ
な
た
も
き
っ
と
書
き
た
く
な 

る
』
江
戸
川
乱
歩
・
松
本
清
張
編 

二
〇
〇
五
年 

光
文
社 

九
〇 

 
 

四
九
頁
） 

～
一
二
四
頁
） 

賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九
九
四
年 

至
文
堂 

一
四
四
～
一 

出
版 

二
六
七
～
二
六
九
頁
） 

  
 
 
 

九
九
四
年 

至
文
堂 

二
三
～
二
八
頁
） 

柿
原
和
宏
「
〈
悪
〉
と
し
て
の
表
象 

―
江
戸
川
乱
歩
『
陰
獣
』
論
」（
『
近
代
文
学 

第
二
次 

研
究
と
資
料
』 

（
八
） 

二
〇
一
四
年 

早
稲
田
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
千
葉
・
金
井
・
石
原
研
究
室 

一
〇
五
～
一
二

二
頁
） 

 
 
 
 

五
～
六
九
頁
） 

 
 
 
 
 

年
」
趣
味
編
集
委
員
会 

一
〇
三
～
一
一
八
頁
） 

 
 
 
 
 

い
て
―
」
（
『「
新
青
年
」
趣
味
』
第
一
六
号 

二
〇
一
五
年
「
新
青 

 
 
 
 
 

江
戸
川
乱
歩
「
陰
獣
」
の
交
錯
、
あ
る
い
は
奇
妙
な
「
類
似
」
に
つ 

笠
井
潔
「
乱
歩
の
探
偵
小
説
観
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一 

柿
原
和
宏
「
曲
線
・
陰
影
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
―
一
九
二
〇
年
代
の
谷
崎
潤
一
郎
と 

 

勝
部
章
人
「
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
と
「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
」
に
お
け
る
二

つ
の

m
ystery

」
（
『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
（
二
〇
）
一
九
八
六

年 

大
手
前
女
子
大
学  

七
八
～
八
二
頁
） 

金
子
務
「
怪
奇
な
る
人
工
風
景
―
乱
歩
の
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
一
二
） 

一
九
九
四
年 

至
文
堂 

六 

川
本
三
郎
・
桜
井
哲
夫
・
藤
井
淑
禎
「
鼎
談 

江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀
」 

小
松
史
生
子
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
エ
ロ
ス 

江
戸
川
乱
歩
論
」
（
『
創
元
推
理
』
一
八

一
九
九
八
年 

東
京
創
元
社 

二
二
四
～
二
四
一
頁
） 

栗
田
卓
「
「
推
理
」
す
る
こ
と
と
〈
欲
望
〉
す
る
こ
と 

―
江
戸
川
乱
歩
「
Ｄ
坂
の

殺
人
事
件
」
論
」（
『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』 (

一
四) 

二

〇
一
四
年 

立
教
大
学 

七
三
～
九
〇
頁
） 

（
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四

別
冊
二
〇
〇
四
年 

至
文
堂 

一
〇
～
三
三
頁
） 
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鈴
木
貞
美
「
乱
歩
、『
新
青
年
』
、
都
市
大
衆
文
化
」（
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二

十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇
四
年 

至

文
堂 

六
二
～
七
九
頁
） 

鈴
木
貞
美
「
江
戸
川
乱
歩
、
眼
の
戦
慄
―
小
説
表
現
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
研
究
』
（
四
二
） 

二
〇
一
〇
年 

国
際
日
本

文
化
セ
ン
タ
ー 

一
八
七
～
二
一
四
頁
） 

杉
澤
加
奈
子
『
人
間
椅
子
』
論
（
『
国
文
白
百
合
』 (

三
四) 

五
八
～
六
五 

二
〇

〇
三
年  

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

五
八
～
六
五
頁
） 

島
田
荘
司
「
乱
歩
の
塔
」（『
ユ
リ
イ
カ
』 

一
九
八
七
年
五
月 

青
土
社 

五
四 

清
水
義
範
「
乱
歩
の
強
靭
な
二
面
性
」（
『
国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九
九
四
年 

至
文
堂 

二
九
～
三
五
頁
） 

澁
澤
龍
彦
「
江
戸
川
乱
歩
『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』
解
説
」（
『
澁
澤
龍
彦
全
集
一
三
』

一
九
九
四
年 

河
出
書
房 

三
九
〇
～
三
九
三
頁
） 

澁
澤
龍
彦
「
乱
歩
文
学
の
本
質 

玩
具
愛
好
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
『
澁
澤
龍
彦
全
集

一
〇
』 

一
九
九
四
年 

河
出
書
房 

二
〇
八
～
二
一
五
頁
） 

佐
藤
守
弘
「
鏡
と
レ
ン
ズ 

江
戸
川
乱
歩
と
視
覚
文
化
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇

一
五
年 

青
土
社 

八
八
～
九
五
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

新
保
博
久
「
乱
歩
輪
舞
―
江
戸
川
乱
歩
の
連
想
と
回
帰
」（
『
ハ
ヤ
カ
ワ
ミ
ス
テ
リ

マ
ガ
ジ
ン
』 

早
川
書
房 

二
〇
一
四
年
八
月 
二
八
～
三
一
頁
） 

権
田
萬
治
「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
夢
」（
『
幻
影
城 

七
月
増
刊
号
』
一
九
七
五
年 

絃

映
社 

一
九
〇
～
二
〇
三
頁
） 

 
 
 
 

～
五
七
頁
） 

 
 
 
 
 

三
三
九
～
三
四
六
） 

鈴
木
貞
美
「
乱
歩
と
『
新
青
年
』
」
（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

一
九
八
七
年
五
月 

青
土

社 

一
三
二
～
一
四
一
頁
） 

鈴
木
貞
美
「
『
陰
獣
』
論
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九

九
四
年 

至
文
堂 

九
四
～
一
〇
二
頁
） 

鈴
木
貴
宇
「
鍵
の
か
か
っ
た
部
屋 

あ
る
い
は
名
探
偵
と
精
神
分
析
」（
『
ユ
リ
イ

カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青
土
社 

一
七
七
～
一
八
四
頁
） 

須
永
朝
彦
「
『
探
偵
小
説
四
十
年
』
を
繞
る
迂
闊
な
る
ノ
ー
ト 

自
ら
の
死
後
に

手
を
打
つ
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九
九

四
年 

至
文
堂 

一
三
三
～
一
三
七
頁
） 

高
野
泰
志
「
都
市
の
欲
望
―
ポ
ー
の
推
理
小
説
に
見
ら
れ
る
の
ぞ
き
見
の
視
線
」

（
英
文
学
研
究
支
部
統
合
号
七 

二
〇
一
五
年 

日
本
英
文
学
会 

 

高
橋
世
織
「
現
代
文
学
に
お
け
る
幻
想
小
説
の
系
譜
―
騙
す
／
騙
さ
れ
る
の
デ
ィ

ア
レ
ー
ク
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』 

三
六(

三) 

一
九

九
一
年 

学
灯
社 

二
九
～
三
五
頁
） 

高
山
宏
「
表
象
す
る
乱
歩
を
表
彰
す
る
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青 

土
社 

八
一
～
八
七
頁
） 

田
桐
正
彦
「
『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
』
を
読
む 

パ
ノ
ラ
マ
島
は
い
か
に
建
設
さ
れ

た
か
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九
九
四
年 

至
文
堂 

八
八
～
九
三
頁
） 

竹
内
瑞
穂
「
「
民
衆
」
か
ら
の
「
逸
脱
」
―
大
正
期
「
変
態
」
概
念
・
天
才
論
の

流
行
と
文
壇
人
―
」（
『
日
本
文
学
』
五
六
（
九
） 

二
〇
〇
七
年 

日
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田
中
英
道
「
〈
芸
術
の
王
国
〉
に
つ
い
て
―
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
」
余
聞
」
（
『
ユ

リ
イ
カ
』 

一
九
八
七
年
五
月 

青
土
社 
一
四
四
～
一
五
二
頁
） 

種
村
季
弘
「
江
戸
川
乱
歩
、
あ
る
い
は
無
人
文
学
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の

研
究
』 

三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

九
～
一
五
頁
） 

谷
口
基
「
〈
乱
歩
趣
味
と
い
う
原
風
景
〉
」（『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青

土
社 

二
三
二
～
二
三
九
頁
） 

谷
昌
親
「
鏡
の
奥
の
間
―
乱
歩
に
お
け
る
レ
ン
ズ
、
鏡
、
触
覚
」（
『
文
藝
別
冊 

江 

巽
孝
之
「
ポ
ー
と
乱
歩
の
二
十
一
世
紀
」（
『
ハ
ヤ
カ
ワ
ミ
ス
テ
リ
マ
ガ
ジ
ン
』 

早 

武
田
信
明
「
男
の
凡
庸
な
名
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一

九
九
四
年 

至
文
堂 

三
六
～
四
一
頁
） 

武
田
信
明
「
屋
根
裏
の
散
歩
者
」
論
―
「
遊
民
」
の
ま
な
ざ
し
」
（
『
国
文
学 

解

釈
と
教
材
の
研
究
』 

三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

五
六
～

五
八
頁
） 

  

竹
内
瑞
穂
「
探
偵
小
説
批
評
の
欲
望 

―
甲
賀
三
郎
と
本
格
／
変
格
論
争
」
（
『
愛

知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』（
三
六
） 

愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会 

三

三
～
五
〇
頁
） 

筒
井
康
隆
「
乱
歩
・
久
作
体
験
に
よ
る
恩
恵
」（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』 

三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

六
～
八
頁
） 

 
 
 

戸
川
乱
歩
』 

二
〇
〇
三
年 

河
出
書
房 

五
六
～
五
九
頁
） 

川
書
房 

二
〇
一
四
年
八
月 

七
八
～
八
五
頁
） 

本
文
学
協
会 

五
三
～
六
四
頁
） 

扉
野
良
人
「
乱
歩
と
太
郎
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青
土
社 

六
六
～
六
九
頁
） 

永
井
敦
子
「
谷
崎
潤
一
郎
『
秘
密
』
論
―
探
偵
小
説
と
の
関
連
性
―
」（
『
関
西
学

院
大
学
紀
要 

日
本
文
藝
研
究
』
五
十
五
（
三
） 

二
〇
〇
三
年 

関

西
学
院
大
学 

八
三
～
一
〇
〇
頁
） 

長
沢
隆
子
「
ポ
ー
と
乱
歩
―
乱
歩
作
「
二
銭
銅
貨
」
に
つ
い
て
」（『
四
国
大
学
紀

要 

人
文
・
社
会
科
学
編
』（
三
） 

一
九
九
五
年 

四
国
大
学 

二

二
五
～
二
三
二
頁
） 

中
野
茂
樹
「
大
変
な
乱
歩
の
舞
台
化
」（『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青

土
社 

一
四
八
～
一
五
二
頁
） 

成
田
康
昭
「
モ
ダ
ン
都
市
の
視
線
と
乱
歩
ミ
ス
テ
リ
ー
」（
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆

の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇
四
年 

至
文
堂 

一
七
五
～
一
八
二
頁
） 

仁
木
勝
治
「
谷
崎
潤
一
郎
と
Ｅ
．
Ａ
．
Ｐ
ｏ
ｅ
の
作
品
に
つ
い
て
（
Ⅲ
．
大
正
期

に
お
け
る
日
本
作
家
へ
の
英
米
文
学
の
影
響
）
」
（
『
立
正
大
学
人
文

科
学
研
究
所
年
報
』
別
冊
（
四
）
一
九
八
三
年 

立
正
大
学 

七
五

～
八
〇
頁
） 
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長
谷
部
史
親
「
欧
米
先
行
作
家
と
乱
歩
」
（
『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇
四
年 

至
文
堂 

四
二
～
四
九
頁
） 

幡
垣
佑
子
「
『
盗
ま
れ
た
手
紙
』
に
お
け
る
「
方
法
あ
る
い
は
方
法
め
い
た
も
の
」
」

（
『
実
践
女
子
短
大
評
論
』
第
一
五
号 

一
九
九
四
年 

実
践
女
子
大

学 

一
五
～
二
八
頁
） 



別
役
実
「
パ
ノ
ラ
マ
館
幻
想
―
都
市
小
説
と
し
て
の
乱
歩
と
久
作
」（
『
国
文
学 

解

釈
と
教
材
の
研
究
』 

三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

一
六
～
一

九
頁
） 

浜
田
雄
介
「
新
聞
と
乱
歩
―
『
二
銭
銅
貨
』
か
ら
『
一
寸
法
師
』
ま
で
―
」（
『
国

文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
（
十
二
） 

一
九
九
四
年 

至
文
堂 

四

二
～
四
七
頁
） 

浜
田
雄
介
「
『
陰
獣
』
論
」
（
『
國
語
と
國
文
學
』 

一
九
八
八
年 

東
京
大
学
国

語
国
文
学
会 

四
七
～
五
九
頁
） 

浜
田
雄
介
「
乱
歩
を
は
ぐ
く
ん
だ
も
の 

明
治
名
古
屋
の
読
書
空
間
」（
『
江
戸
川

乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』

二
〇
〇
四
年 

至
文
堂 

三
四
～
四
一
頁
） 

藤
森
照
信
「
乱
歩
と
東
京
空
間 

街
、
建
物
、
麻
布
龍
土
町
」（
『
江
戸
川
乱
歩
と

大
衆
の
二
十
世
紀 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
〇
四
年
別
冊
』
二
〇
〇

四
年 

至
文
堂 

一
二
五
～
一
三
二
頁
） 

藤
田
富
士
男
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
創
造
と
変
化
―
江
戸
川
乱
歩
文
学
の
魅
力
―
」

（
『
学
校
法
人
佐
藤
栄
学
園
埼
玉
短
期
大
学
研
究
紀
要
』（
一
四
）

二
〇
〇
五
年  

埼
玉
短
期
大
学 

二
一
～
三
一
頁
） 

平
林
初
之
輔
「
「
陰
獣
」
そ
の
他
」
（
『
江
戸
川
乱
歩
―
評
論
と
研
究
』
一
九
八
〇

年 

講
談
社 

二
九
～
三
二
頁
） 

平
井
修
成
「
江
戸
川
乱
歩
に
於
け
る
〈
知
性
〉
と
〈
怪
奇
〉
―
『
パ
ノ
ラ
マ
島
奇

談
』
を
視
座
と
し
て
―
」
（
『
常
葉
国
文
』 (

二
四) 

 

一
九
九
九 

年 

常
葉
大
学
短
期
大
学
部 

三
五
～
四
八
頁
） 

松
本
健
一
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
―
『
新
青
年
』
と
乱
歩
・
久
作
」

（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』 

三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学

灯
社 

二
〇
～
二
八
頁
） 

松
本
健
一
「
都
会
生
活
者
の
妄
想
」（
『
江
戸
川
乱
歩
全
集
五 

蜘
蛛
男
』
一
九
七

八
年 

講
談
社 

三
一
五
～
三
一
八
頁
） 

松
村
良
「
明
智
小
五
郎
物
」（
『
江
戸
川
乱
歩
徹
底
追
跡
』 

二
〇
〇
九
年 

勉
誠 

皆
川
博
子
「
明
智
小
五
郎
、
探
偵
デ
ビ
ュ
ー
」（
『
明
智
小
五
郎
事
件
簿
Ⅰ
』 

二

〇
一
六
年 

集
英
社 

二
三
一
～
二
三
七
頁
） 

堀
江
珠
喜
「
江
戸
川
乱
歩
と
昭
和
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
」（『
大
阪
府
立
大
学
紀
要 

人

文
・
社
会
科
学
』
（
四
三
）
一
九
九
五
年 

大
阪
府
立
大
学 

九
一

～
一
〇
四
頁
） 

堀
江
珠
喜
「
Ｅ.

А.

ポ
ー
と
江
戸
川
乱
歩
」（
『
園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集
』（
二

五
） 

一
九
九
一
年 

園
田
学
園
女
子
大
学 

四
三
～
五
八
頁
） 

宮
本
和
歌
子
「
江
戸
川
乱
歩
「
赤
い
部
屋
」
の
背
景 

谷
崎
潤
一
郎
、
宇
野
浩
二
、

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』 

二
〇
一
五
年
八
月 

青

宮
本
和
歌
子
「
江
戸
川
乱
歩
「
人
間
椅
子
」
論
―
エ
ロ
グ
ロ
と
い
う
評
価
と
心
理

的
盲
点
」（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』 (

三
五) 

二
〇
一
六
年 

京

都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

一
〇
三
～

一
一
二
頁
） 

宮
永
孝 

「
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
と
江
戸
川
乱
歩
」
（
『
社
会
労
働
研
究
』

四
一
（
四
） 

一
九
九
五
年 

法
政
大
学 

四
一
～
五
〇
頁
） 

出
版 

七
〇
～
七
六
頁
） 
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毛
利
恵
「
神
の
悪
戯
―
『
陰
獣
』
論
」
（『
成
城
文
藝
』（
一
七
二
） 

二
〇
〇
〇 

山
田
直
樹
「
江
戸
川
乱
歩
『
二
銭
銅
貨
』
―
「
言
葉
」
と
「
現
実
」
の
間
」（
『
岡

大
国
文
論
稿
』
（
三
〇
）
二
〇
〇
二
年 

岡
山
大
学
文
学
部
日
本
語

日
本
文
学
研
究
室 

一
五
八
～
一
六
五
頁
） 

山
下
誠 

「
庭
園
と
死
―
『
ア
ル
ン
ハ
イ
ム
の
地
所
』、『
黄
金
の
死
』
、『
パ
ノ
ラ

マ
島
綺
譚
』
を
つ
な
ぐ
も
の
」
（
『
異
文
化 

論
文
編
』
（
六
） 

二

〇
〇
五
年 

法
政
大
学 

一
二
三
～
一
四
一
頁
） 

山
口
政
幸
「
江
戸
川
乱
歩
「
二
銭
銅
貨
」
論
―
〈
あ
い
つ
〉
の
〈
な
か
ま
〉
を
必

要
と
し
て
い
た
の
は
だ
れ
な
の
か
―
」（
『
専
修
国
文
』 (

九
二) 

 

二

〇
一
三
年 

 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

一
～
二
七

頁
） 

山
口
政
幸
「
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
り
や
？
」
（
『
「
新
青
年
」
趣
味
』
第
一
六
号 

二
〇
一
五
年 

「
新
青
年
」
趣
味
編
集
委
員
会 

一
九
二
～
二
〇
一

頁
） 

横
井
司
「
反
暗
号
小
説
と
し
て
の
「
二
銭
銅
貨
」
」（
『「
新
青
年
」
趣
味
』
第
一
六

号 

「
新
青
年
」
趣
味
編
集
委
員
会 

二
〇
一
五
年
十
月 

八
五
＾
一

〇
二
頁
） 

横
井
司
「
『
陰
獣
』
論
―
江
戸
川
乱
歩
に
お
け
る
〈
推
理
〉
」
（
『
国
文
学 
解
釈
と

教
材
の
研
究
』 

三
六(

三) 

一
九
九
一
年 

学
灯
社 

六
二
～
六
四

頁
） 

 
 
 

年 
成
城
大
学 

一
～
一
七
頁
） 

土
社 

一
八
五
～
一
九
二
頁
） 

  

吉
田
司
雄
「
暗
号
文
学
論
」（
『
日
本
文
学
』
五
〇
（
四
） 

二
〇
〇
一
年 

日
本

文
学
協
会 

三
〇
～
四
四
頁 

書
籍
等 

安
藤
宏
『
日
本
近
代
小
説
史
』
（
二
〇
一
五
年 

中
央
公
論
社
） 

安
藤
更
生
『
銀
座
細
見
』
（
一
九
三
一
年 

春
陽
堂
） 

石
上
三
登
志
『
名
探
偵
た
ち
の
ユ
ー
ト
ピ
ア 

黄
金
期
・
探
偵
小
説
の
役
割
』（
二

〇
〇
七
年 

東
京
創
元
社
） 

池
田
浩
士
『
大
衆
小
説
の
世
界
と
反
世
界
』
（
一
九
八
三
年 

現
代
書
館
） 

一
柳
廣
孝
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
学
第
十
一
巻 

浅
草
の
見
世
物
・

宗
教
性
・
エ
ロ
ス
』
（
二
〇
〇
五
年 

ゆ
ま
に
書
房
） 

伊
藤
秀
雄
『
大
正
の
探
偵
小
説
―
涙
香
・
春
浪
か
ら
乱
歩
・
英
治
ま
で
―
』
（
一

九
九
一
年 

株
式
会
社
三
一
書
房
） 

上
田
篤
『
流
民
の
都
市
と
す
ま
い
』
（
一
九
八
五
年 

駸
々
堂
出
版
株
式
会
社
） 

遠
藤
祐
『
谷
崎
潤
一
郎
―
小
説
の
構
造
―
』
（
一
九
八
七
年 

明
治
書
院
） 

大
岡
昇
平
『
ミ
ス
テ
リ
ー
の
仕
掛
け
』
（
一
九
八
六
年 

社
会
思
想
社
） 

太
田
浩
一
『
ミ
ス
テ
リ
文
学
』
（
二
〇
一
二
年 

白
水
社
） 
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小
倉
孝
誠
『
推
理
小
説
の
源
流 

ガ
ボ
リ
オ
か
ら
ル
ブ
ラ
ン
へ
』
（
二
〇
〇
二
年 

淡
交
社
） 

大
塚
信
一
『
犯
罪
と
風
俗 

近
代
日
本
文
化
論
六
』（
二
〇
〇
〇
年 

岩
波
書
店
） 

大
塚
信
一
『
都
市
文
化 

近
代
日
本
文
化
論
五
』
（
一
九
九
九
年 

岩
波
書
店
） 



   

郷
原
宏
『
日
本
推
理
小
説
論
争
史
』 

二
〇
一
三
年 

株
式
会
社
双
葉
社
） 

紅
野
謙
介
『
書
物
の
近
代
―
メ
デ
ィ
ア
の
文
学
史
』（
一
九
九
二
年 

筑
摩
書
房
） 

紅
野
謙
介
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
十
八
巻 

ア
パ
ー
ト
』（
二

〇
〇
六
年 

ゆ
ま
に
書
房
） 

神
山
圭
介
『
浅
草
の
百
年 

神
谷
バ
ー
と
浅
草
の
人
々
』
（
一
九
八
九
年 

踏
青

社
） 

笠
井
潔
『
探
偵
小
説
論
序
説
』
（
二
〇
〇
二
年 

光
文
社
） 

川
本
三
郎
編
『
モ
ダ
ン
都
市
文
学
Ⅶ 

犯
罪
都
市
』
（
一
九
九
〇
年 

平
凡
社
） 

小
松
史
生
子
『
乱
歩
と
名
古
屋 

地
方
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
探
偵
小
説
原
風
景
』

（
二
〇
〇
七
年 

風
媒
社
） 

小
松
史
生
子
『
探
偵
小
説
の
ペ
ル
ソ
ナ 

～
奇
想
と
異
常
心
理
の
言
語
態
～
』（
二 

小
林
信
彦
『
回
想
の
江
戸
川
乱
歩
』
（
一
九
九
四
年 

文
唱
堂
） 

小
関
和
弘
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
三
十
五
巻 

浮
浪
者
と
下 

小
酒
井
不
木
『
犯
罪
文
学
研
究
』
（
一
九
九
一
年 
国
書
刊
行
会
） 

押
野
武
志
・
諸
岡
卓
真
『
日
本
探
偵
小
説
を
読
む
―
偏
光
と
挑
発
の
ミ
ス
テ
リ
史
』 

今
和
次
郎
『
新
版
大
東
京
案
内 

下
』
（
二
〇
〇
一
年 

筑
摩
書
房
） 

今
和
次
郎
『
新
版
大
東
京
案
内 

上
』
（
二
〇
〇
一
年 

筑
摩
書
房
） 

樺
山
紘
一
・
奥
田
道
大
『
都
市
の
文
化
』（
一
九
八
四
年
有
斐
閣
） 

 
 
 
 
 

層
社
会
』
（
二
〇
〇
八
年 

ゆ
ま
に
書
房
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
三
年 

北
海
道
大
学
出
版
会
） 

〇
一
四
年 

双
文
社
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
） 

冨
田
均
『
乱
歩
「
東
京
地
図
」
』
（
一
九
九
七
年 

作
品
社
） 

島
崎
博
編
『
幻
影
城
七
月
増
刊
号 

江
戸
川
乱
歩
の
世
界
』
（
一
九
七
五
年 

絃

映
社
） 

志
村
有
弘
『
江
戸
川
乱
歩
徹
底
追
跡
』
（
二
〇
〇
九
年 

勉
誠
出
版
） 

新
保
博
久
・
山
前
譲 

編
『
日
本
探
偵
小
説
事
典
』（
一
九
九
六
年 

河
出
書
房
新 

高
橋
世
織
『
感
覚
の
モ
ダ
ン
―
朔
太
郎
・
潤
一
郎
・
賢
治
・
乱
歩
』
（
二
〇
〇
三

年 

株
式
会
社
せ
り
か
書
房
） 

高
山
宏
『
奇
想
天
外
・
英
文
学
講
義
』
（
二
〇
〇
〇
年 

講
談
社
） 

高
山
宏
『
殺
す
・
集
め
る
・
読
む
：
推
理
小
説
特
殊
講
義
』
（
二
〇
〇
二
年 

東

京
創
元
社
） 

谷
口
基
『
岩
波
現
代
全
書 

変
格
探
偵
小
説
入
門―

奇
想
の
遺
産
』（
二
〇
一
三
年 

岩
波
書
店
） 

中
島
河
太
郎
編
『
江
戸
川
乱
歩
―
評
論
と
研
究
』
（
一
九
八
〇
年 

講
談
社
） 

中
島
河
太
郎
編
『
江
戸
川
乱
歩
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
（
二
〇
〇
三
年 

沖
積
社
） 

浜
田
雄
介
編
『
子
不
語
の
夢
―
江
戸
川
乱
歩
小
酒
井
不
木
往
復
書
簡
集
』
（
二
〇

〇
四
年 

皓
星
社
） 

橋
爪
紳
也
『
明
治
の
迷
宮
都
市 

東
京
・
大
阪
の
遊
楽
空
間
』（
一
九
九
〇
年 

平

凡
社
） 

野
崎
六
助
『
日
本
探
偵
小
説
論
』
（
二
〇
一
〇
年 

水
声
社
） 

野
村
宏
平
『
乱
歩
ワ
ー
ル
ド
大
全
』
（
二
〇
一
五
年 

洋
泉
社
） 
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服
部
銈
二
郎
『
盛
り
場 

人
間
欲
望
の
原
点
』
（
一
九
八
一
年 

鹿
島
出
版
会
） 
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平
井
隆
太
郎
監
修
・
新
保
博
久
編
『
江
戸
川
乱
歩
ア
ル
バ
ム
』（
一
九
九
四
年 

河 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
書
房
新
社
） 

平
井
隆
太
郎
『
乱
歩
の
軌
跡 

父
の
貼
雑
帖
か
ら
』
（
二
〇
〇
八
年 

東
京
創
元

社
） 

藤
森
照
信
・
初
田
亨
・
藤
岡
洋
保
編 

『
写
真
集 

幻
影
の
東
京 

大
正
・
昭
和 

の
街
と
住
ま
い
』
（
一
九
九
八
年 

柏
書
房
株
式
会
社
） 

ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
＝
ハ
ワ
ー
ド
（H

ow
ard H

aycraft

）
編
・
仁
賀
克
雄
訳 

『
ミ
ス
テ
リ
の
美
学
』
（
二
〇
〇
三
年 

成
申
書
房
） 

南
博
『
大
正
文
化 

一
九
〇
五
―
一
九
二
七
』
（
一
九
六
五
年 

頸
草
書
房
） 

宮
永
孝
『
ポ
ー
と
日
本 

そ
の
受
容
の
歴
史
』
（
二
〇
〇
〇
年 

彩
流
社
） 

堀
切
直
人
『
浅
草
江
戸
明
治
篇
』
（
二
〇
〇
五
年 
右
文
書
院
） 

堀
切
直
人
『
浅
草
大
正
篇
』（
二
〇
〇
五
年 

右
文
書
院
） 

前
田
愛
『
前
田
愛
対
話
集
成
Ⅱ 

都
市
と
文
学
』（
二
〇
〇
五
年 

み
す
ず
書
房
） 

松
山
巌
『
乱
歩
と
東
京 

１
９
２
０ 

都
市
の
貌
』（
一
九
八
四
年 

PA
R

C
O

出

版
局
） 

宮
永
孝
『
ポ
ー
と
日
本 

そ
の
受
容
の
歴
史
』
（
二
〇
〇
〇
年 

彩
流
社
） 

和
田
佳
子
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
二
十
五
巻 

変
態
心
理
学
』

（
二
〇
〇
六
年 

ゆ
ま
に
書
房
） 

和
田
博
文
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
十
二
巻 

カ
フ
ェ
』
（
二

〇
〇
六
年 

ゆ
ま
に
書
房
） 

吉
田
司
雄
『
探
偵
小
説
と
日
本
近
代
』
（
二
〇
〇
四
年 

青
弓
社
） 

吉
田
司
雄
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
四
十
巻 

探
偵
と
小
説
』 

 
 
 
 

（
二
〇
〇
八
年 

ゆ
ま
に
書
房
） 

 

そ
の
他
参
照
文
献 

 

ハ
ワ
ー
ド
・
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
（H

ow
ard H

aycraft

） 

『
娯
楽
と
し
て
の
殺
人
』(

林
峻
一
郎
訳 

一
九
九
二
年 

国
書
刊
行
会
） 

（M
urder for P

leasure: the L
ife and T

im
es of the D

etective Story. 

 D
. A

ppleton
- C

en
tu

ry, 1941.

） 
 

 

ゲ
オ
ル
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